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KOUHOU MIBU

●市町村合併

●住民基本台帳ネットワーク

●国保・健康だより

●ご協力下さい！ゴミの減量

●町職員募集
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９
、
な
ぜ
市
町
射
曾
併
が
話
題
に
な
る
の
で
し
ょ
う
？

　
地
方
分
権
の
推
進
や
、
近
年
の
厳
し

い
地
方
財
政
状
況
の
下
に
お
い
て
、
住

民
の
方
々
に
も
っ
と
も
身
近
な
自
治
体

で
あ
る
市
町
村
は
、
少
子
・
高
齢
化
や

環
境
問
題
等
へ
の
対
応
、
更
に
は
、
広

域
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
多
様

な
行
政
需
要
に
適
切
に
対
処
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
や

近
隣
市
町
村
等
と
の
連
携
と
い
っ
た
広

域
的
対
応
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、

「
市
町
村
合
併
」
が
そ
の
た
め
の
有
効

な
方
策
の
Ｉ
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
町
村
合
併
が
み
な
さ
ん

に
与
え
る
影
響
等
に
つ
い
て
、
国
や
県

が
示
し
て
い
る
例
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
国
も
地
方
も
多
く
の
借
金
を
か
か
え

る
な
か
で
、
今
後
も
今
ま
で
ど
お
り
、

国
か
ら
の
補
助
金
や
地
方
交
付
税
を
頼

り
に
し
て
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
？

●一般的に人口規模の小さい市町村は

　ど効率化が難しく、財源も乏しいため、

　国から配られるお金（住民１人あたり）

　が多くなっています。

●国と地方（都道府県・市町村など）の

　借金の合計は、平成13年度末で約666

　兆円に達し、そのうち地方の借金は188

　兆円を超えると見込まれます。

市町村の人口規模と住民一人あたり地方交付税
及び国庫支出金の合計額(平成10年度)
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国
庫
補
助
金
…
市
町
村
が
道
路
を
つ
く
っ

　
た
り
、
学
校
を
建
て
た
り
す
る
と
き

　
に
必
要
な
お
金
の
一
部
を
国
が
支
払

　
う
も
の
で
、
使
い
道
が
決
め
ら
れ
て

　
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
・
：
「
税
」
と
い
う
名
前
が

　
つ
い
て
い
ま
す
が
、
市
町
村
が
集
め

る
税
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
町
村

に
よ
っ
て
は
自
ら
巣
め
る
税
金
だ
け

で
は
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
国
が
市
町
村

な
ど
に
か
わ
っ
て
、
い
っ
た
ん
集
め

た
税
金
を
配
る
も
の
で
す
。
市
町
村

が
、
使
い
道
を
決
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

市
町
肘
が
音
信
す
る
と
詰
た
ち
の

暮
ら
し
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
方
？

　
旧
市
町
村
の
間
の
境
界
が

　
　
　
　
　
　
　
な
く
な
る
の
で
…

・
以
前
の
境
界
を
越
え
て
小
中
学
校
区

　
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
近

　
い
学
校
に
通
え
る
人
も
で
て
き
ま
す
。

・
住
所
地
と
勤
務
地
が
同
じ
市
町
村
に

　
含
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勤
務
地

　
の
近
く
で
も
い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
使

　
え
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
窓
ロ
サ
ー

　
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

　
す
。

　
い
く
つ
か
の
市
役
所
や

　
町
村
役
場
が
一
緒
に
な
る
の
で
…

・
職
員
間
の
切
磋
琢
磨
に
よ
り
個
々
の

　
能
力
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

・
小
さ
な
役
場
で
は
、
職
員
１
人
で
い

　
ろ
い
る
な
事
務
を
し
な
け
れ
ば
な
り

　
ま
せ
ん
が
、
合
併
で
規
模
が
大
き
く

　
な
れ
ば
専
門
職
を
雇
う
こ
と
が
で
き
、

　
住
民
の
み
な
さ
ん
に
高
度
な
サ
ー
ビ

　
ス
を
提
供
で
き
ま
す
。

・
重
複
す
る
内
部
管
理
部
門
等
を
ス
リ

　
ム
化
で
き
、
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
を

　
維
持
し
な
が
ら
人
件
費
を
減
ら
す
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。
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・
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
合
併
後

　
の
基
盤
整
備
に
よ
っ
て
、
企
業
立
地
、

　
若
者
定
着
や
イ
ベ
ン
ト
誘
致
が
す
す

　
み
、
地
域
が
活
性
化
し
ま
す
。

曾併パ９－ンの例

よ
り
大
き
な
市
町
村
が

　
　
　
　
　
　
誕
生
す
る
の
で
…

連
続
運
転
で
き
る
大
規
模
な
ご
み
処

理
施
設
を
つ
く
る
こ
と
で
、
ダ
イ
オ

ナ
ン
ン
対
策
を
効
果
的
に
行
え
ま
す

し
、
介
護
保
険
の
運
営
も
効
率
的
に

行
え
ま
す
。

（人口：住民基本台帳　平成12年３月31日現在）（面積：平成12年国勢調査）
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市
町
封
が
曾
併
し
て
Ａ
さ
く
な
る
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
題
は
な
い
の
で
し
ょ
う
方
？

役
場
が
遠
く
な
っ
て
、
今
ま
で

よ
り
不
便
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
合
併
後
も
、
そ
れ
ま
で
の
役
場
は
、

新
市
町
村
の
支
所
や
出
張
所
と
し
て
使

わ
れ
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
の
交

付
と
い
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
は
今
ま
で

と
変
わ
ら
な
く
受
け
ら
れ
ま
す
。

合併前

Ｃ町役場

Ｂ市役所

Ｄ村役場

中
心
部
だ
け
が
よ
く
な
っ
て
、
周

辺
部
は
さ
び
れ
ま
せ
ん
か
？

合併後

Ｄ地区出張所

　
合
併
前
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
市

町
村
間
で
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
話
し
合
い
、

中
心
部
だ
け
で
な
く
周
辺
部
の
こ
と
に

も
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
（
市

町
村
建
設
計
画
）
を
作
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
後
は
、
旧
市
町
村
の
区

住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
っ

て
、
サ
ー
ビ
ス
の
き
め
細
や
か

さ
が
失
わ
れ
ま
せ
ん
か
？

合俳協議会

　　　　　　協議の結果

市町村建設計画

　合併後のまち
　づくりの計画

域
ご
と
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
地
域

審
議
会
で
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

財
政
状
況
に
差
が
あ
る
市
町
村

の
合
併
は
、
財
政
状
況
の
良
い

市
町
村
に
不
利
に
な
り
ま
せ
ん

’
か
？

Ａ市

　
た
し
か
に
財
政
状
況
に
差
が
あ
る
市

町
村
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う

な
不
満
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
通
勤
地
・

通
学
地
な
ど
を
含
め
た
生
活
圏
の
一
体

的
な
発
展
が
図
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
庖
昌
え
る
と
思
い
ま
す
。

合併後に

バランスのとれたまちづくり

福
祉
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
が

低
下
し
た
り
水
道
料
金
な
ど
の

公
共
料
金
が
高
く
な
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
一
般
的
に
は
、
大
き
な
市
に
町
が
合

併
す
る
場
合
（
編
入
合
併
）
は
、
サ
ー

ビ
ス
の
水
準
や
料
金
は
市
に
あ
わ
せ
る

こ
と
と
な
り
、
そ
れ
以
外
の
合
併
薪

設
合
併
）
の
場
合
に
は
、
事
務
処
理
の

方
法
の
効
率
化
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
水

準
は
高
い
方
に
、
負
担
は
低
い
方
に
調

整
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
合
併
前
の
市
町
村

間
で
話
し
合
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

５

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接
聴
い
て
、

き
ち
ん
と
反
映
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
仕

組
み
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

地
域
ご
と
の
公
聴
会
、
行
政
言
一
タ
ー
、

ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
っ
た
従
来
か
ら
あ
る

も
の
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の

活
用
に
よ
り
多
く
の
住
民
の
意
見
を
聴

く
こ
と
も
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。



心 ／

市町村の合併はどうやって行われるの？

市町村の動きがきっかけになる場合

①事前協議

　・合併の検討をする事実上の話し合い

　・合併研究会や任意の合併協議会といった組織が

　　つくられる場合が多い

住民の皆さんの動きがきっかけになる場合

①住民協議

　・法定合併協議会の設置を住民が市町村長に対し

　　て請求

　・市町村の有権者の50分の１以上の署名が必要

②法定合併協議会の設置

　・設置するためには、関係する市町村の議会の議決が必要

　・合併を行うこと自体の是非を含めて、合併についてあらゆる事項を

　　正式に話し合う場所

　・合併する方向に決まったら、合併後の将来図とその実現方法を市町

　　村建設計画にまとめる

③合併協定書の調印

　・法定合併協議会での市町村の話し合いの結果の主要部分は、通常は

　　「合併協定書」といった形にまとめられる

　※合併の方向が一本化

④市町村合併の議決

　・合併協定書に沿って各市町村の議会が議決

　※合併の内容が確定し、知事の正式決定へ

⑤知事への申請

　・関係市町村長すべてから申請

⑥都道府県議会の議決・知事の決定

　・都道府県議会の議決を経て、知事が市町村合併を正式決定

　・市を含んだ合併、市になる合併の場合には総務大臣の同意が必要

⑦総務大臣への届出・総務大臣の告示

　・総務大臣の告示によって、合併の効力が発生し、新市町村が誕生

　　　　　　みんなで市町村合併のことを考えてみましょう。

　住民の皆さんが主役です。壬生町は、皆さんの町です。その将来について考えてみましょう。

　まずは自分が住んでいる町と周りのいくつかの市町村が一緒になったらどうなるのかメリット、デ

メリットについて考えてみましょう。

※今後、宇都宮地区広域行政推進協議会（宇都宮市・河内町・上河内町・上三川町・壬生町・石橋町）

　や、５町市町村合併研究会（上三川町・南河内町・石橋町・壬生町・国分寺町）による市町村合併

　に関する研究の内容について、随時お知らせしていきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先＝総務課　昔81－1806
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嘉陽徊結栽

素麺鮑騰齢
今後の開放日

ワ/28 ・ 9/14 ・ 9/28

10/12 ・ 10/26 ・ 1 1/ 9

ご｡｡11/30 ・ 12/14

　ふれあい広場がみんなの遊び場、たくさんの友達や大

人と交流できる場になるように開放しています。他にも

親子・子どもを対象とした講座も開設しています。たく

さんの方の参加をお待ちしています。

●●●親子土器づくり。

　　　　はにわづくり教室を開催●●●

　　　　　　　　13組の親子が参加

　６月８日出、嘉陽が丘ふれあい広場において、親子土

器づくり、はにわづくりが開催されました。この日は地

域ボランティアの埴輪会のみなさんの指導により、粘土

を使って丸めたり伸ばしたりちぎったり、人や鳥の形を

したはにわやユニークな形をした土器を親子で一緒に製

作しました。その後、乾燥期間をおいて、７月６日出に

焼いて完成させました。

　焼き上がった作品と対面した子どもたちは、出来上が

りに満足していました。

　埴輪会の皆さんからも、おはめの言葉をいただきまし

た。

標語成育健全少年青

年
の
非
行
と
犯
罪
の

　
　
未
然
防
止
と
更
生
を
め
ざ
し
て

　
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
、
犯
罪
の

未
然
防
止
と
更
生
を
援
助
す
る
た
め
、

青
少
年
健
全
育
成
を
広
く
普
及
啓
発
す

る
よ
う
な
標
語
を
、
今
年
も
壬
生
中
学

校
と
南
犬
飼
中
学
校
の
２
年
生
の
生
徒

か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　
壬
生
中
か
ら
は
2
4
4
名
、
南
犬
飼
中
か

ら
は
1
6
7
名
の
応
募
が
あ
り
、
青
少
年
問

題
協
議
会
委
員
が
厳
選
な
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
最
優
秀
賞
Ｉ
点
、
優
秀
賞
２

点
、
佳
作
1
2
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
賞
者

最
優
秀

　
塩
川
　
晃
司
（
南
犬
飼
中
）

　
づ
ら
い
こ
と
　
一
人
で
悩
ま
ず
品
子

　
う
よ
」

…優
高
久秀

淳
　
（
壬
生
中
）

　
「
助
け
合
う
　
心
と
心
を
犬
切
に
」

’
中
村
麻
里
瑛
（
南
犬
飼
中
）

　
「
負
け
な
い
で
口
‥
そ
ん
な
に
君
は
弱
く

　
な
い
１
・
」

佳
　
作

一
二
二
関
　
舞
　
　
（
壬
生
中
）

　
「
『
や
め
よ
う
よ
。
』
そ
の
て
酉
で
人
前

　
け
」

‘
梁
島
　
静
香
（
壬
生
中
）

　
「
育
も
う
　
ひ
と
り
二
人
の
良
心
を
」

野
口
　
修
　
宝
生
中
）

「
言
う
ま
え
に
他
人
の
心
を
考
え
よ
う
」

笠
原
　
拓
也
（
壬
生
中
）

「
や
め
よ
う
よ
　
勇
気
を
出
し
て
い
っ

て
み
よ
う
」

矢
口
　
雅
　
（
壬
生
中
）

「
お
ち
つ
い
て
　
自
分
の
心
　
見
つ
め

よ
う
」

池
上
沙
弥
香
（
壬
生
中
）

「
大
事
に
し
よ
う
　
自
分
の
体
　
自
分

の
心
」

野
中
　
彩
　
（
南
犬
飼
中
）

「
今
よ
り
も
　
未
来
の
た
め
に
　
強
く

な
る
」

大
粟
　
幸
司
（
南
犬
飼
中
）

「
一
つ
の
命
　
み
ん
な
で
守
る
　
あ
た

た
か
さ
」

大
山
祐
美
子
（
南
犬
飼
中
）

「
自
分
か
ら
　
か
け
て
　
心
の
ブ
レ
ー

キ
を
」

渡
辺
有
性
里
（
南
犬
飼
中
）

「
ち
ょ
っ
と
待
て
　
そ
れ
で
も
い
い
の

歩
む
道
」

粂
川
　
千
尋
（
南
犬
飼
中
）

「
が
ん
ば
ろ
う
　
甘
い
誘
惑
　
負
け
な

い
自
分
」

小
野
　
航
　
（
南
犬
飼
中
）

「
負
け
る
な
よ
　
心
に
ひ
そ
む
　
悪
者

に
」

７



住民基本台帳が　　　ケ

ネ､ｪ､ﾂﾄﾜｰｸ化されます

　
平
成
1
1
年
８
月
に
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
全
国
の
市
町
村
を
結

ぶ
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
住
基
ネ
ッ
ト
」
）
の
構
築
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
８
月
に
は
シ
ス
テ
ム
の
一
部
が
稼
働
し
、
来
年
８
月
か

ら
本
稼
働
す
る
予
定
で
す
。

　
住
基
ネ
ッ
ト
で
取
り
扱
う
情
報
は
、

住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
項
目
の
う

ち
、
①
氏
名
、
②
生
年
月
日
、
③
性
別
、

④
住
所
、
⑤
住
民
票
コ
ー
ド
、
⑥
付
随

情
報
（
前
記
５
項
目
の
変
更
年
月
日
、

変
更
理
由
な
ど
）
の
６
項
目
の
み
で
あ

り
、
こ
の
情
報
は
、
市
町
村
と
都
道
府

県
及
び
指
定
情
報
処
理
機
関
（
全
国
セ

ン
タ
士
を
結
ぶ
専
用
回
線
を
通
し
て
、

法
律
で
定
め
ら
れ
た
事
務
に
だ
け
提
供

さ
れ
ま
す
。

今
年
８
月
に
「
住
民
票
コ
ー

ド
」
を
通
知
し
ま
す

　
今
回
新
た
に
、
住
民
票
に
一
斉
に
付

け
ら
れ
る
Ｈ
桁
の
番
号
、
「
住
民
票
コ
ー

ド
」
を
、
８
月
中
に
ご
本
人
に
郵
送
で

通
知
し
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ド
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
り
無
作
為
に
付
け
ら
れ
、
全
国

民
に
別
々
の
コ
ー
ド
が
付
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
住
所
や
氏
名
な
ど
の
変
更
が
あ
っ

て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
本
人
の
希
望

に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す

（
無
作
為
な
番
号
が
新
た
に
付
け
ら
れ

る
だ
け
で
、
好
き
な
番
号
を
選
べ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

-

個
人
情
報
の
保
護

　
住
基
ネ
ッ
ト
は
、
大
切
な
個
人
の

情
報
を
取
り
扱
う
こ
と
か
ら
、
個
人

情
報
の
保
護
を
最
も
重
要
な
課
題
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
法
律
で

規
定
さ
れ
た
目
的
以
外
で
利
用
す
る

こ
と
の
禁
止
、
関
係
職
員
へ
の
秘
密

保
持
の
義
務
づ
け
、
民
間
会
社
な
ど

が
住
民
票
コ
ー
ド
の
記
録
さ
れ
た
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
こ
と
の
禁
止
、

通
信
デ
ー
タ
の
暗
号
化
と
い
っ
た
、

様
々
な
制
約
を
設
け
る
な
ど
、
制
度
・

技
術
・
運
用
の
三
つ
の
側
面
か
ら
情

報
の
係
護
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

８

住
基
ネ
ッ
ト
と
は
？

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
よ
り
、

各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
で
あ
る
住

民
票
に
Ｈ
桁
の
「
住
民
票
コ
ー
ド
」
が

つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
住
民

票
コ
ー
ド
に
苓
づ
き
、
全
国
の
市
町
村

や
国
の
行
政
機
関
な
ど
に
個
人
情
報
を

提
供
す
る
仕
組
み
が
住
基
ネ
ッ
ト
で
す
。

こ
の
住
基
ネ
ッ
ト
の
稼
働
に
よ
り
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
政
事
務
の
効
率

化
を
目
指
し
ま
す
。

佳
民
基
本
台
帳

　
個
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住

所
な
ど
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
項

目
を
記
録
し
た
も
の
を
住
民
票
と

い
い
ま
す
。
こ
の
住
民
票
を
ま
と

め
た
も
の
が
住
民
基
本
台
帳
で
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
は
、
全
国
の
各

市
区
町
村
で
作
成
さ
れ
、
国
民
健

康
保
険
や
国
民
年
壷
、
介
護
保
険

な
ど
、
市
区
町
村
が
行
う
各
種
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
な
っ
て
い

ま
す
。



住
基
ネ
ッ
ト
で
こ
ん
な
こ
と
が
変
わ
り
ま
す

今
年
８
月
か
ら
の

　
　
　
　
　
一
次
稼
働
で
は

【
一
部
の
行
政
手
続
き
に
住
民
票
の
写

　
し
が
不
要
に
な
り
ま
す
】

　
年
金
・
恩
給
の
支
給
、
建
築
士
の
免

許
な
ど
、
行
政
手
続
き
の
時
に
は
、
住

民
票
の
写
し
を
取
っ
た
り
役
場
に
証
明

を
受
け
に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
省
略
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
※
今
年
８
月
以
降
、
順
次
、
省
略
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

・住民票の写しを………

、忘れてしまったわ..I

７佳麗ネットでl羞悪……

ｉできますので､住民票

yの写しは不要です。ノ

来
年
８
月
（
予
定
）
か
ら
の

　
　
　
　
　
全
面
稼
働
で
は

　
【
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
発
行
】

　
本
人
の
申
請
に
よ
り
「
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
」
を
有
料
で
発
行
し
ま
す
。

こ
の
カ
ー
ド
に
よ
り
、
下
記
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
他
、
顔
写
真
入
り
の

カ
ー
ド
は
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し

て
も
活
用
で
き
ま
す
。

　
※
カ
ー
ド
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
順

次
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　
【
ど
こ
の
市
町
村
か
ら
で
も
住
民
票
の

　
写
し
の
交
付
が
可
能
に
な
り
ま
す
】

　
今
ま
で
は
住
ん
で
い
る
市
町
村
（
壬

生
町
の
場
合
は
宇
都
宮
広
域
圏
内
圭
市

５
町
）
か
ら
し
か
住
民
票
の
写
し
の
交

付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来

年
８
月
か
ら
、
全
国
ど
こ
の
市
町
村
で

も
交
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
※
た
だ
し
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

か
運
転
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
の
提

示
が
必
要
で
す
。

………　住民票の写しをとるために、　・

'ヽ、仕事を休まなくちやならないわ..……
　　引越しの忙しい時に　　………

2回も役所に行くのは大変だ　．,……

Ｆ’住民基本台帳カードを……………

持っている方は､窓口に行くのが　１

転入鋳の一回ですみます!※事前に郵送での

　転出手続きが必要です

【
転
入
・
転
出
の
手
続
き
が
一
度
に
出

　
来
ま
す
】

　
こ
れ
ま
で
、
他
の
市
町
村
に
引
っ
越

し
か
際
に
は
、
今
ま
で
住
ん
で
い
た
市

町
村
と
こ
れ
か
ら
住
む
市
町
村
の
両
方

の
窓
口
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
転
入
す
る

市
町
村
に
出
向
く
だ
け
で
済
む
よ
う
に

な
り
ま
す
。

ネットワーク図

　
※
た
だ
し
、
事
前
に
今
ま
で
住
ん
で

い
た
市
町
村
へ
、
転
出
届
を
郵
送
で
出

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　
昔
8
1
－
１
８
２
５

　
　
　
　
　
　
　
　
8
1
－
１
８
２
６
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ごはんを食べよう！

ごはんをしっかり食べて、ｴﾈﾙｷﾞｰ摂取をバランスよ＜

●お茶わんとおはしを正し＜持てるかな？

①お茶わんは４本の指の上にのせ、親指で支えるように持つのが正しい。

　指をお茶わんのふちにかけて持つのは、とてもおぎょうぎが悪いやり

　方だよ。

②まず下のはしを薬指の先と、親指・人差し指のまたに置いて、しっか

　り固定しよう。

③上のはしは図のように親指・人差し指・中指の３本で持ってくださ

　い。　２本のはしの根もとが、かるく開いていますか。

④下のはしは固定したまま動かさない。上のはしを人差し指と中指で動

　かして、食べ物をはさんだり、つまんだり、自由自在だよ。

⑤まちがっても、はしで食べ物を突きさしてはいけないゾ。

●あなたは三角おにぎりを、にぎれるかな？

①両手のてのひらを水でかるくぬらし、塩を適量まぶしてね。

②お茶わん七～八分目くらいのごはんを左手に（左利きの人は右手に）

　のせ、好みの具を入れる。両手のてのひらに少し力を入れて、ごはん

　をまとめよう。

③ごはんをのせた左手が底辺、右手の指と平を三角の斜辺にして、ごは

　んを三角形にととのえる。できるかな？

④その三角形がくずれないように右の手首手前にスナップのように曲

　げながら、三角形の一辺ずつが順に左手に乗るように回転させます。

⑤これを数回くりかえすと、だんだん形のよいおにぎりになってくるよ。

　
応
募
方
法

　
平
成
1
4
年
度
の
募
集
は
、
1
0
月
3
1
目

㈲
ま
で
、
県
農
政
談
、
又
は
お
住
ま
い

の
地
域
の
農
業
振
興
事
務
所
の
食
と
農

の
相
談
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
封
書
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
等
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
応
募
は
無
料
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
栃
木
県
農
務
部
農
政
談
首
都
圏
農
業

推
進
室

〒
３
２
０
－
８
５
０
１

宇
都
宮
市
塙
田
１
－
１
－
2
0

　
　
昔
０
２
８
－
６
２
３
－
２
２
８
４

　
　
ｍ
０
２
８
－
６
２
３
－
２
３
４
０

吊
ヨ
乱
　
ｓ
ｏ
旦
コ
ー
コ
○
○
莽
）
回
・
○
白
・
莞
・
ぎ

吊
ヨ
乱

の
個
人
・
団
体
（
消
費
者
、
生
産
者
、

飲
食
店
等
の
流
通
関
係
者
等
）

言

×

讐
①

　
｀
ヽ
づ
／
｀
Ｉ
　
　
／
ノ
／

×

子牛⑤
　　　匹ふべ≪ｹ∧半ノ

ダ回＼

七長づ　｡傷

　
健
康
で
安
心
・
安
全
な
食
生
活
の
推

進
や
、
地
産
地
消
の
推
進
等
の
自
主
的

な
活
動
に
よ
り
、
食
と
農
に
関
す
る
活

動
の
輪
を
県
民
に
広
げ
て
い
た
だ
く
方

を
、
「
と
ち
ぎ
食
と
農
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
資
格

　
県
内
に
在
住
し
て
い
る
満
1
8
識
以
上

FAxa

23 23
－
－
３
４
２
５

‐
‐
C
v
Q
N
［
r
］
N

　
s
o
u
d
m
s
m
@
a
1
D
h
.
0
回
・
回
・
右

　
と
ち
ぎ
食
と
農
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

る
と
、
地
場
の
新
鮮
、
安
心
、
安
全
な

農
産
物
の
情
報
や
各
種
イ
ペ
ン
ト
の
情

報
が
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
か
ら
手
に

入
り
ま
す
。
ま
た
、
食
と
農
に
開
す
る

講
演
会
・
研
修
会
や
サ
ポ
ー
タ
上
父
流

会
へ
の
参
加
で
様
々
な
情
報
交
換
が
で

き
ま
す
。

　
申
込
先

　
下
都
賀
農
業
振
興
事
務
所

　
企
画
振
興
室
「
食
と
農
の
相
談
室
」

　
〒
３
２
８
－
０
０
３
２

栃
木
市
神
田
町
５
－
2
0

と
）
も
齢
象
と
）
農
＠

　
　
　
　
　
サ
雇
ｔ
タ
ー
廠
一
策
一
心
Ｔ

10



囃簾ね爆
国保税は必ず納期内に納めましよう

　国民健康保険税は、助け合いによってみなさんの健康を守っていく大切な制度です。医療費の心配な

く安心して医療が受けられる体制づくりが必要です。

　あなたがかかる医療費は、窓口でお支払いいただく自己負担、国などの補助、そして保険税でまかな

われ、特に保険税はその主要な財源です。あなたと家族の健康な生活のために、保険税の役割とはたら

きを知って、保険税の期限内納付にご協力ください。

40歳以上65歳未満の方は、国民健康保険税に介護分か含まれます

　国保税の決め方
40歳末満 医療分のみ

療
護

医
介

分　　　　　　国民健康保険税二]‾‾‾゛

(介護分の算定方法は医療分と同様です｡)

足
栃

次の金融機関へ　･･y

利　銀　行　本　支　店

木　銀　行　本　支　店

栃木信用金庫本支店

下野農業協同組合本支店

郵　　　便　　　局･･

11

40歳以上65歳未満

(第２号被保険者)

算定方法（医療分・介護分）

１．所得割額　（世帯の所得に応じて計算）

２．資産割額　（世帯の固定資産に応じて計算）

３．均等割額　（披保険者一人いくらと計算）

剣　平等割額　（一世帯いくらと計算）

国保税はいつから納めるの

国保税を納めるのは、国保の披保険者としての資格を得たときからで、届け出をしたとき

からではありません。

　国保鋭の納付は使利な口座振替で！

手続きは簡単です。

　一度手続きをすれば翌年度からも自動的に継続されます。

手続きに必要なもの

預金通帳

巾通帳の届出印

人剔〔ドッラ⑩胎胎肺胞も号
　日帰り・一泊二目コースともに　９月から15年２月の間に受診できる日が、数日残ってい

ます。疾病予防のためにこの機会に受診してみましょう。

　まずは、日程及び医療機関について、電話でご確認ください。

　　　　　　　確認先：民生部保健課国民健康保険係　昔８１－１８３６

　対象者は、壬生町国民健康保険の披保険者で、35歳以上70歳未満（老人医療適用者は除き

　ます｡）の方です。



-

国民健康保険をささえる保険税

　国民健康保険に加入すると、保険税を支払う義務が生じます。納められた保険税は、国などの補助金

と合わせて、みなさんが病気やケガをしたときの医療費をはじめ、お子さんが生まれたり、ご家族のだ

れかが亡くなったときなどの給付費用にあてられます。

　このように保険税は、国民健康保険を運営するための大切な財源なのです。

保険税を滞納すると

※災害などの特別な理由もなく、長い間保険税をおさめないでいると、やむを得ず次のよう

　な措置を取ることがあります。

１．納期限を過ぎると

　　　督促が行われます。延滞金を徴収される場合がありますので速やかに納めましょう。

２．それでも納めないでいると

　　　通常の保険証の代わりに短期披保険考証が交付される場合があります。短期披保険者

　　証は、保険証の有効期間が短くなりますので、その都度更新手続きが必要となります。

３．納期限から１年間を過ぎると

　　　披保険者資格証明書が交付されます。披保険者資格証明書とは、壬生町が保険税を滞

　　納している人に対し、保険証を返してもらい、その代わりに交付する書類です。国保の

　　披保険者の資格を証明するだけのもので、保険証のように受診券とはなりません。です

　　から、お医者さんにかかるときは、医療費をいったん全額自己負担することになります。

　　　全額自己負担で診療を受けられた場合、本来保険者である町が負担する７害り分を戻す

　　国民健康保険特別療養費支給申請・請求を、診察を受けた月の翌々月以降に領収書持参

　　のうえ、保健課国民健康保険保に対して行ってください。

　　　特別療養費を含む療養費の請求権は、診療費を支払った日の翌日から起算して２年で

　　時効により消滅します。

４．納期限から１年６か月間を過ぎると

　　国保の給付が、全部または一部差し止めになります。

５．それでも納めないでいると

　　差し止められた保険給付額から滞納分か差し引かれます。

注意：以上の措置がとられても、その間の保険税の納付義務がなくなることはありません。

「短期被保険者証」や「資格証明書」が交付される前に

　　　　　早めに相談をｊ

●●●

納付が困難な場合は、滞納のままにせず納付方法について、早めに担当窓口にご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（納付相談窓口：総務部税務課収税係　昔８１－１８１６）

※災害などの特別な理由とは、次のような場合をいいます。

　（1）政令で定めた特別な事情があると認められた場合。

　　　たとえば、世帯主が財産の災害、盗難にあったときや事業で著しく損失を受けたときなど。

　（2）70歳以上（65歳以上で障害認定を受けている方）の老人保健制度で、医療を受けている場合。

　（3）厚生労働省で定める公費負担医療を受けている場合。
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健
康
だ
よ
り

歯
は
、
健
康
生
活
の
基
本

　
６
月
４
日
か
ら
1
0
日
ま
で
の
一
週
間
は
、
「
歯
の
衛
生
週
間
」
で

し
た
。
国
に
お
い
て
は
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
2
1
世
紀
を
、
健
康

で
生
活
の
質
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
の
健
康
づ
く
り
運
動
、
「
健
康

日
本
2
1
」
の
９
つ
の
柱
の
一
つ
に
歯
の
健
康
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で

も
、
歯
周
疾
患
は
生
活
習
慣
病
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ま
す
ま
す
個
人

の
健
康
管
理
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
町
で
も
、
今
年
度
か
ら
4
0
歳
に
な
っ
た
方
を
対
象
に
、
医
療
機
関

で
歯
両
疾
患
検
診
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
６
月
７
日
に
は
、
君
島
歯
科
医
院
　
君
島
充
宣
先
生
か
ら
、
「
あ

な
た
は
大
丈
夫
　
歯
両
疾
患
」
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
歯
お
よ
び
歯
周
疾
患
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
8
0
歳
で
2
0
本
の
歯
を
残
せ
ま
す
か
？

　
大
人
の
歯
は
、
親
知
ら
ず
を
除
い
て
2
8
本
あ
り
ま
す
。
歯
は
自
然

に
抜
け
落
ち
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
歯
や
歯
周
病
が
歯
を
失

う
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
全
国
的
に
8
0
歳
で
2
0
本
の
自
分
の
歯
を
残
そ
う
と
い
う
「
８

０
２
０
運
動
」
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
2
0
本
の
歯
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
お
い
し
く
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
歯
科
疾
患
実
態
調
査
（
↓
９
９
９
年
）
に
よ
る
と
、

8
0
歳
の
現
在
歯
数
は
、
８
・
２
本
（
推
定
値
）
、
8
0
歳
で
2
0
歯
以
上

を
有
す
る
人
は
、
1
5
・
３
％
（
推
定
値
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
8
0
歳
で
2
0
本
以
上
、
6
0
歳
で
2
4
本
以
上
、
自
分
の
歯
を
持
つ
よ
う

努
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
は
何
本
残
せ
ま
す
か
。

4
0
歳
代
を
境
に
急
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
代
　
　
　
　
０
代
　
　
　
　
０
代

－
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
歳
　
　
　
　
’
－
｀
．
１
１
〉
歳
　
　
　
　
７
歳

歯
と
歯
茎
の
危
険
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

１
　
歯
磨
き
時
に
歯
茎
か
ら
出
血
す
る
。

２
　
歯
の
表
面
を
舌
で
さ
わ
る
と
ザ
ー
フ
ザ
ラ
す
る
。

３
　
□
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
す
る
。

４
　
歯
肉
を
押
す
と
ウ
ミ
が
で
る
。

５
　
歯
茎
が
む
ず
が
ゆ
い
。

６
　
□
臭
が
あ
る
。

了
　
歯
と
歯
の
間
に
す
き
ま
が
で
き
た
。

８
　
歯
石
が
た
ま
っ
て
い
る
。

９
　
冷
た
い
も
の
が
し
み
る
。

1
0
　
歯
が
磨
け
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
な
い
。

‥
目
　
１
年
以
上
歯
科
検
診
を
受
け
て
い
な
い
。

1
2
　
歯
の
抜
け
た
と
こ
ろ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。

1
3
　
う
ま
く
か
め
な
い
。

1
4
　
義
歯
の
手
入
れ
を
ほ
と
ん
ど
し
た
こ
と
が
な
い
。

　
当
て
は
ま
る
項
目
の
あ
る
万
は
、
す
く
に
歯
科
医
師
に

相
談
し
ま
し
よ
う
。

虫
歯
と
歯
周
病

　
糖
や
食
べ
か
す
が
歯
と
歯
肉
の
境
目
、
歯
と
歯
の
間
な
ど

に
た
ま
る
と
虫
歯
菌
が
付
着
し
ま
す
。
虫
歯
菌
は
、
数
多
く

集
ま
る
と
歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）
に
な
り
、
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質

を
溶
か
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
現
象
が
虫
歯
で
す
。

　
歯
周
病
は
、
歯
が
腫
れ
る
歯
肉
炎
と
、
歯
を
支
え
て
い
る

歯
槽
骨
ま
で
炎
症
が
及
ぶ
歯
肉
炎
な
ど
、
歯
茎
の
病
気
の
総

称
で
す
。

　
歯
周
病
の
原
因
の
歯
垢
は
歯
肉
炎
を
起
こ
さ
せ
、
歯
肉
の
弾

力
を
失
わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
歯
同
病
が
進
行
す
る
と
、

歯
を
支
え
て
い
る
歯
槽
骨
を
破
壊
し
、
歯
が
抜
け
て
し
ま
う
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
歯
圈
病
の
進
行
図
〉

歯肉上皮

歯肉結合組織

歯椎骨

歯根膜

セメント質
回っ半く

症状に心あた1っがあ才'lば、すぐにSII科|ﾀ1院を受､･ISするようにしましよう．

　　ﾊ鸚4

i　

ﾊX

によ

(歯

歯に付着したプラーク

り歯肉に炎症が起こり

肉炎)、腫れる。

プラークが歯石化する。歯
と歯肉の間に歯周ポケット

ができる。内部では歯を支

える歯槽骨の破壊が始まる。

今－

炎症が慢性化し、血や腫がで

るようになる。歯周ポケット
は深くなり、歯槽骨の破壊も

進む。歯がぐらぐらと動揺し
始める。

歯肉が下がって歯の根が露
出する。歯の動揺が激しく

なり、そのまま放置すれば

抜けてしまう。
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虫
歯
と
歯
周
病
菌
を
予
防
す
る
に
は

　
き
れ
い
に
清
掃
し
た
歯
の
表
面
で
も
、
食
事
を
し
て
か
ら
2
4

時
間
後
に
は
プ
ラ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
３
～
４
日
後
に
は
炎
症

が
お
こ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
と
な
る
歯
垢
を
取
り
除
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
歯
科
医
院
で
診
察
を
受
け
、
プ
ラ
ー
ク
や
歯
石
を
き
れ
い
に

タ
ワ
ー
子
ノ
ブ
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
正
し
い
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
方
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　歯ブラシを歯に直角に軽く当て､10～30回ぐらい

　１　　　　゛‾゛‾゛　　　　小刻みに横方向に動かします。
匹　

前歯の裏側だけは､歯ブラシを立て向きにして､縦

　　　　　　　　　　　　　方向に細かく振動させます。

奥歯の内側は45度くらいの角度で歯ブラシを当て

ます。

屁恥肺

ざ9陪知§嶮胞

デンタルフロスを歯と歯の間に入れて､歯の横側

にこすりつける様な感じで前後に動かします。

１日に１回は歯間ブラシやデンタルフロスを用い

ましょう。

歯間ブラシを歯と歯の隙間に入れて前後に動かし

ます。

●検診ではこんなことを行います

◆問診

　歯科医師などが歯の健康に関する

　問診について確認します。

町内の指定歯科医療機関で行われています。

検診料金　　　4,295円

個人負担金　　1,300円

(医療機関窓□で

　ｺｳｸｳ命口腔内診査

　歯科医師があなたの歯や

　歯肉の状況をチェックし、

　治療・予防を指導するための

　基準とします。

お支払いください｡）　　、Ｉ　／ｚ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　１１　　　馨・　　ｌ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｗ　　　　　　Ｗ　　Ｗ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛１　¨詣9副‾　犬（IJニニ回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

◆事後指導

　歯の健康状態のチェックの結果、

　①異常なし②要指導③要精密検査などと分類され、

　必要があれば、歯科医師からの

　適切な指導を受けることができます。

健
全
な
歯
を
つ
く
る
子
育
て
の
ポ
イ
ン
ト

１
　
お
な
か
に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
と
き

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
ま
す
。

２
　
母
乳
を
中
心
に
育
て
る

　
乳
を
吸
う
運
動
は
、
か
む
運
動
の
基
本
に
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
母
乳

で
育
て
、
人
工
栄
養
に
頼
り
す
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

３
　
離
乳
食
が
大
切

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

４
　
乳
歯
を
大
切
に
す
る

　
乳
歯
は
了
水
久
歯
が
健
全
で
正
し
い
歯
並
び
で
生
え
る
た
め
の
り
Ｉ
ド
役

で
す
。

５
　
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う

　
早
寝
早
起
き
の
習
慣
を
身
に
つ
け
、
楽
し
く
毎
日
の
食
事
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

６
　
お
や
つ
は
時
間
と
量
を
決
め
て

　
お
や
つ
は
、
３
回
の
食
事
で
と
り
き
れ
な
い
栄
養
を
補
い
ま
す
。
甘
い
お

菓
子
や
ス
ナ
ッ
ク
ご
ン
ュ
ー
ー
ス
や
清
涼
飲
料
水
に
頼
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

了
　
よ
く
か
む
習
慣
を
身
に
つ
け
る

　
栄
養
を
全
身
に
送
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
は
、
食
べ
物
を
か
み
砕
い
て
飲
み

込
む
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
よ
く
か
む
こ
と
が
、
健
康
な
体
力
づ
く
り
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。

８
　
歯
磨
き
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る

　
歯
が
生
え
た
ら
、
す
ぐ
歯
ブ
ラ
シ
に
慣
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
食

事
の
後
は
、
歯
を
磨
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
伝
　
　
言
　
　
板

　
住
民
検
診
は
７
月
１
９
日
か
ら
８
月
2
9
日
ま
で
1
8
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
実
施
し
ま
す
。
凹
威
以
下
の
方
は
ハ
ガ
キ
で
、
4
0
震
以
上
の
方
は
、

保
健
委
員
さ
ん
が
検
診
票
を
お
配
り
し
ま
し
た
の
で
、
最
寄
り
の
会
場

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
年
は
、
対
象
者
の
調
査
を
し
ま
す

の
で
、
勤
務
先
な
ど
で
受
け
る
機
会
の
あ
る
方
は
、
電
話
で
ご
連
絡
下

さ
い
。
（
3
9
震
以
下
の
方
は
返
信
ハ
ガ
キ
で
返
送
下
さ
い
）

保
健
課
健
康
増
進
係
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
昔
四
７
３
５
８
８

Ｈ



残されたご家族をお守りします

　　遺族基礎年金

　遺族基礎年金とは、国民年金に加入している

方または加入していた方が死亡したときにそ

の方に生計を維持されていた子のある妻または

子に支給されます。

　《受給要件》

　次のいずれかに該当する方が死亡したときに

受けられます。

①国民年金に加入している人

言国民年金に加入していた60歳以上65歳未満で、

　日本国内に住所のある入

言老齢基礎年金を受けている入

①老齢基礎年金の受給資格期間(納付・免除合

　わせて25年)を満たしている人

ただし、①・②に該当する方は

　死亡月の前々月までの加入期間のうち、保険

料を納めた期間と免除を受けた期間を合わせた

期間が、３分の２以上あることが必要です。

※死亡[]が平成18年４月１目前の場合は、死亡

　月の前々月までの１年間に保険料の未納がな

　ければ受けられます。

《受けられる遺族》

(妻)について

　　18歳になる年の年度未までの子、または20

　　歳未満で障害の状態が１級・２級の子と生

　　計を同じくしている妻

　(子)について

　　18歳になる年の年度未までの子、または20

　　歳未満で障害の状態が１級・２級の子

《年金額》

　妻が受けるとき

子の数 基本額 加算額 合　計

士人 804,200 231,400 1,035,600

２人 804,200 462,800 1,267､000

３人 80/1,200 539,900 1,344,100

子が受けるとき

子の数 基本額 加算額 合　計

１人 804,200 - 804,200

２人 804,200 231,400 1,035,600

３人 804,200 308,500 1,112,700

　　　　　　　　　　　　　　　　平成Ｈ年度額

※それぞれ３人目からは１人につき77,100円が

　加算されます。

15

　
介
護
保
険
料
は
、
所
得
に
応
じ
て
５

段
階
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当
町
で

は
、
第
２
段
階
に
該
当
す
る
方
の
う
ち

特
に
生
計
困
難
な
場
合
（
次
の
ア
か
ら

エ
ま
で
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
）

は
、
申
請
に
よ
り
第
１
段
階
と
同
額
の

保
険
料
に
減
額
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
時
に
収
入
状
況
等
を
お

聞
き
し
、
審
査
後
、
減
額
の
可
否
の
通

知
を
し
ま
す
。

ア
、
本
人
と
生
活
を
共
に
し
て
い
る

　
　
（
世
帯
分
離
し
て
い
る
場
合
を
含

　
　
み
ま
す
）
家
族
全
員
の
前
年
の
所

　
　
得
が
な
い
こ
と
。

イ
、
ア
に
お
け
る
前
年
収
入
金
額
が
1
2
0

　
　
万
円
以
下
で
本
人
の
前
年
収
入
額

　
　
が
8
0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ウ
、
同
居
、
別
居
に
か
か
わ
ら
ず
市
町

　
　
村
民
税
課
税
者
の
扶
養
を
受
け
て

　
　
い
な
い
こ
と
。

エ
、
資
産
等
を
活
用
し
て
も
、
な
お
、

　
　
生
活
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

第
２
段
階
介
護
保
険
料
が

　
　
　
　
　
軽
減
さ
れ
ま
す

注
　
上
記
の
ほ
か
、
世
帯
員
に
米
申
告

　
の
方
が
あ
る
と
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
減
額
分
は
年
産
米
で
お
返
し

　
し
ま
す
の
で
、
米
納
の
な
い
よ
う
に

　
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
方
法

　
本
人
ま
た
は
家
族
等
の
方
が
所
定
の

申
請
書
に
記
入
。
な
お
、
減
額
に
該
当

し
た
場
合
の
受
取
方
法
（
口
座
振
込
み

希
望
の
場
合
、
本
人
の
口
座
番
号
）
も

ご
指
定
下
さ
い
。

受
付
期
間

　
原
則
と
し
て
、
平
成
1
4
年
８
月
１
日

東
不
3
0
目
㈲
〒
か
月
間
」

※
こ
の
期
間
以
外
も
随
時
受
付
し
ま
す

　
が
事
前
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

壬
生
町
総
務
部
税
務
諜

介
護
保
険
料
係
　
音
8
1
－
↓
８
７
９

介護保険料は所得に応じて５段階になっております。

受
付
・
問
合
せ

段階 対　　象　　者 算定式 年間保険料

第１段階
生活保護受給者又は老齢福祉年金受給

者で世帯全員が町民税非課税
基準額×0.5 15,000円

第２段階 世帯全員が町脱税非課税 基準額×0.75 22,500円

第３段階 本人が町民税非課税 基準額 30,000円

第４段階 本人が町民税課税で合計所得が250万円未満 基準額×1.25 37,500円

第５段階 本人が町民税課税で合計所得が250万円以上 基準額×1.5 45,000円



の減量正しい分け方・出し方

回経費節減につながります回‥ﾆ………………=……

ごみ

１世帯当たりの処理経費は

　　　３万2,500円
ごみ処理の現状

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
ご
み
を
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ご
み
処
理
に
は
、
下
表
の
と
お

り
多
額
の
経
費
を
要
し
、
１
年
間
で
約

４
億
２
。
３
８
０
万
円
、
士
世
帯
当
た

り
で
３
万
２
。
５
０
０
円
か
か
っ
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
ご
み
を
減
量
し
、

一
１ ９

作

劃
お
不
作
；
ｌ
ｌ
ｔ
ｉ
～
Ｉ
ミ
、
…
。

崖
可
ジ

正
し
い
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
で
、

施
設
の
機
械
設
備
等
が
長
持
ち
し
、
さ

ら
に
、
焼
却
灰
を
埋
め
立
て
る
最
終
処

分
場
も
長
持
ち
す
る
な
ど
、
経
費
の
節

減
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
分
別
の
徹
底
の
た
め
、
収
集

袋
を
透
明
、
ま
た
は
半
透
明
の
袋
の
使

用
を
ル
ー
ル
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

清掃センターと中央制御室

平成13年度ごみ処理経費

　ｌｔ当たりの
　ごみ処理経費

言塙

もえるごみ 約　　24,500円

もえないごみ 約　　62,200円

ガラス・びん類 約　　66,000円

資　源　ご　み 約　　31,000円

１世帯当たりの
ごみ処理経費

(約32,500円)
二‾‾＼

もえるごみ 約　　珀,800円

もえないごみ 約　　　7,200円

ガラス・びん類 約　　　1,900円

圧ョロ
資　源　ご　み 約　　　3,600円

１年間にかかるご

み収集・処理費用

(約４億2,380万円)

　寧彭

もえるごみ 約２億5,820万円

もえないごみ 約　　9,370万円

ガラス・びん類 約　　2,540万円

資　源　ご　み 約　　4,650万円

家
庭
用
ご
み
処
理
器
設
置
に
補
助
金

　
ご
み
減
量
化
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
で
「
失
ゴ
ミ
処
理
器
」
の
設
置

者
に
対
し
、
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
家
庭
で
、
こ
の
ご
み
処
理

器
を
利
用
し
て
、
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
家
庭
用
ご
み
処
理
器
設
置
事
業
補
助
金
交
付
制
度

　
一
般
家
庭
で
「
生
ゴ
ミ
処
理
器
（
容
器
単
体
を
含
む
）
」
購
入
・
設
置
し
た

場
合
、
本
体
価
格
の
２
分
の
圭
を
補
助
し
ま
す
。
（
た
だ
し
、
限
度
額
が
あ
り

ま
す
）

限
度
額
　
２
５
。
０
０
０
円
（
生
ゴ
ミ
処
理
器
Ｉ
器
に
つ
き

問
合
せ
先
町
民
生
部
保
健
諜
　
酋
8
1
－
１
８
３
４

　
　
　
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
　
　
昔
8
2
－
３
４
２
４
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ご協力＜ださい／
テ｡レビフ冷蔵庫●｡洗濯機●,工7'il｡ンを廃棄する場合はｰ･ｿ｡ふ'。

次のどちらかの方法で処理を依頼してください。

1）対諸賢隠R.る飴恨Xした/」尨がわかっている飴

　小売店に引取ってもらいます。その際に処理料金（リサイク

ル料金）と収集・運搬料金を小売店に支払います。

　　　消収集・運搬料金　　家　　　　　　　　　家
　　　　　　　　　十　　　　　電　　　　　　　　　　電

　　　費　　処理料金　　　小　　処理料金　　　　メ

　　　　　　　　　　　　　　　　之　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　7E　　　者　　　　　　　　　　店　　　　　　　　　　ツ

　　　㎜　　　　･･　　　　　　　　　　　　●●

　　　吊紐¬仁宍

⑤
） ｊ リ

X二こﾆご11/
　テレビ　　冷蔵庫　洗濯機

※テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコ：

2)尨弧ﾀﾄ(買った/｣㈲勁坏明､通詣売で購入など)

　壬生町一般廃棄物処理業許可業者（許可業者）に収集・運搬

を依頼します。

　その際、事前に最寄りの郵便局で処理料金（リサイクル料金）

を（財）家電製品協会家電リサイクルセンター（RKC）に振込み、

納付証明書を家電製品に添付します。許可業者には、収集・運

搬料金のみ支払います。

賜
許

可

業

者

-

家
電
メ

｜力

｜/
処理料ぶ｀!●kx　　　　　　...s〆177;串ｕ仝

郵　便　局
/’

※許可業者につきましては、下表に掲載しています。

※テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンを廃棄する場合は、

注１

注2

処理料金（リサイクル料金）

テレビ:2,700円　洗濯機:2,400円

冷蔵庫:4,600円　エアコン:3,500円

　　　　　　　　　　　（消費税別）

と 収集運搬料金 が必要となります

：テしビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンをごみステーションには、絶対に出さないでください。

：テしビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンは、清掃センターでは取り扱いませんので、持ち込まないでください。

　　壬生町一般廃棄物処理業許可業者一覧表

（家電4品目《テレビ・エアコン・冷蔵庫･洗濯機》収集運搬業者）

N0. 業者名 住　　　　　所 電話番号 � 業者名 住　　　　　所 電話番号

１ 株式会社大高

〒328-0002

栃木市惣社町2,181番地

　代表取締役　　　大貫　雅弘

0282(27)

8248
７ 株式会社秋和美装

〒321-0982

宇都宮市御幸ケ原町2 －68

　代表取締役　　　秋山　和夫

028(661)

7490

２

企業組合

とちぎ労働
福祉事業団

〒321-0152
宇都宮市西川田７丁目１番２号

　理事長　　　　　佐藤　賢二

028(645)

5561
８

有限会社
ミサキ商事

〒321-0221

壬生町大字藤井1,842

　代表取締役　　　戸崎　　肇

0282(82)

1776

３ 仲田総業株式会社

〒321-0111

宇都宮市川田町836番地３

　代表取締役　　　仲田　俊夫

028(635)

2151
９ 程塚商事株式会社

〒321-0954

宇都宮市元今泉６丁目６番３号

　代表取締役　　　程塚　利夫

028(656)

1770

４
有限会社

大林環境サービス

〒329-0501

石橋町大字上古山８－５

　代表取締役　　　大林　恒男

0285(53)

5584

10
有限会社

関東実行センター

〒323-0027

小山市花垣町１丁目12番10号

　代表取締役　　　山本芳之助

0285(23)

3026

５
丸正商店
(臼井是正)

〒321-0201

壬生町大字安塚1857－ 1

　(宇都宮市雀宮６丁目3 －58)

0282(86)

5443
11 有限会社アラカワ

〒321-0233

壬生町大字助谷1,3祁番地36

　代表取締役　　　荒川　三郎

0282(86)

2199

６ 指南産業株式会社

〒329-0524

上三川町大字多功2,494

　代表取締役　　　高島　禎子

0285(53)

5557

　商店、事業所、飲食店等、事業活動に伴って生じた事業系一般廃棄物、及び一般家庭で、一時に50kg以

上生じたごみは直接清掃センターヘ搬入するか、一般廃棄物処理業許可業者に収集を依頼してください。

　直接搬入等する場合も、透明・半透明の袋を使用してください。

　許可業者については、清掃センターヘお問い合わせください。

　　　　　　問い合わせ先　　壬生町清掃センター　昔82－3424
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私
の
自
慢
料
理
④

安
塚
一
　
鈴
木
節
子
さ
ん

（
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
）

材
料
（
６
個
分
）

　
豆
腐
↓
丁
、
人
参
5
0
ｇ
、
な
ん
き
ん

４
～
５
本
、
干
瓢
（
苑
で
た
物
）
3
0
ｇ
、

干
し
椎
茸
少
々
、
玉
子
２
個
、
砂
糖
大

さ
じ
１
、
塩
少
々
、
だ
し
の
素
少
々
、

油
揚
げ
３
枚

煮
込
み
用
（
だ
し
の
素
小
さ
じ
上
、
砂

糖
5
0
ｇ
、
し
よ
う
油
5
0
『
水
・
具
が

か
ぶ
る
位
（
椎
茸
の
も
ど
し
汁
も
入
れ

亘
）

　　y　……,y

?IWI･･’

①
豆
腐
は
、
２
～
３
時
間
位
水
気
を
切
っ

　
て
お
く
。

②
水
気
を
切
っ
た
豆
腐
を
、
ボ
ー
ル
に

　
入
れ
細
か
く
つ
ぶ
し
、
玉
子
を
入
れ

　
良
く
混
ぜ
る
。

②
②
の
中
に
あ
ら
か
じ
め
苑
で
た
野
菜

一

　
等
を
細
か
く
し
て
入
れ
、
調
味
料
を

　
入
れ
て
混
ぜ
る
。

①
油
抜
き
し
た
油
揚
げ
を
２
つ
に
切
っ

　
て
、
裏
返
し
に
す
る
。

⑤
油
揚
げ
の
中
に
、
混
ぜ
た
具
を
入
れ

　
て
、
揚
枝
で
と
め
る
。

⑤
鎖
に
き
ん
ち
や
く
を
並
べ
、
煮
込
み

　
用
調
味
料
を
入
れ
て
、
弱
火
で
煮
汁

　
が
３
分
の
１
位
に
な
る
ま
で
煮
る
。

　
言
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
を
使
っ
て
も

　
良
い
し
、
味
付
け
は
好
み
で
変
え
ら

　
れ
ま
す
。
）

こ
の
料
理
は
と
ち
ぎ
わ
ん
ぱ
く
公
園

レ
ス
ト
ラ
ン
「
花
み
ど
り
」
で
「
花

み
ど
り
御
膳
」
と
し
て
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
花
み
ど
り
」
で
は
、
干
瓢

を
メ
イ
ン
に
し
た
料
理
が
、
常
に
メ

ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
花
み
ど
り
御
膳
」
は
土
・
日
の
メ

ニ
ュ
ー
で
す
が
、
平
日
で
も
予
約
し

て
い
け
ば
食
べ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

暮らしの
ヮンポイント

　
羽
毛
ふ
と
ん
は
干
さ
　
　
ま
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
洗
い
た
い
場
合

な
い
ほ
う
が
い
い
と
志
っ
　
　
は
信
用
の
お
け
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
や

て
い
る
人
も
い
る
よ
う
　
　
販
売
店
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
生
地
が

で
す
が
、
や
は
り
時
々
　
　
綿
な
ら
水
洗
い
で
き
、
絹
や
ア
セ
テ
ー

は
日
に
干
し
た
ほ
う
が
　
　
ト
な
ど
が
混
紡
し
て
い
る
場
合
は
ド
ラ

長
く
清
潔
に
使
え
ま
す
。
　
イ
ク
リ
圭
一
ン
グ
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
生
地
が
傷
ま
　
　
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
す
れ
ば
、
つ
ぶ
れ

な
い
よ
う
に
ふ
と
ん
カ
バ
ー

な
ど
を
か
け
た
ま
ま
千
し
、

時
間
は
表
裏
の
計
一
時
間
で

十
分
。
月
に
二
・
三
度
は
干

す
と
湿
気
が
抜
け
て
長
持
ち

し
ま
す
。
取
り
込
む
と
き
は

洋
服
ブ
ラ
シ
な
ど
で
サ
ッ
と

は
こ
り
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

布
団
た
た
き
は
羽
毛
を
傷
め

る
の
で
使
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　
音
更
に
収
納
す
る
時
は
、

よ
く
乾
燥
さ
せ
、
布
団
の
間

に
防
虫
剤
を
は
さ
ん
で
通
気
性
の
よ
い

袋
な
ど
に
入
れ
、
湿
気
の
少
な
い
と
こ

ろ
に
。
布
団
の
か
さ
を
小
さ
く
す
る
圧

縮
袋
は
羽
毛
が
生
地
を
突
き
破
っ
て
出

て
く
る
心
配
が
あ
る
の
で
、
な
る
べ
く

使
わ
な
い
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
小
さ
な
汚
れ
な
ら
中
性
洗
剤
で
部
分

洗
い
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
中
ま

で
濡
ら
す
場
合
は
、
よ
く
ほ
ぐ
し
な
が

ら
乾
か
さ
な
い
と
羽
毛
が
固
ま
っ
て
し

干し洗いのポイント
た
羽
毛
も
ふ
っ
く
ら
と
元
に

戻
り
ま
す
が
、
洗
い
過
ぎ
る

と
フ
ワ
フ
ワ
感
が
な
く
な
り

ま
す
。
カ
バ
ー
を
ま
め
に
洗

濯
す
れ
ば
、
頻
繁
に
洗
濯
す

る
必
要
は
な
い
で
し
よ
う
。

綿二水洗ぃ可ぺ/

錫づ昆濠訃ﾄﾞﾗ１ワリｰﾆンワ¨
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とっておきの

⑩人才

　
城
南
の
粕
尾
と
み
さ
ん
は
、
9
3
歳
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
お
元
気
で
、
布
団
上

げ
や
洗
濯
、
草
む
し
り
な
ど
身
の
回
り

の
こ
と
は
す
べ
て
自
分
で
こ
な
し
て
い

ま
す
。

　
と
み
さ
ん
が
、
小
物
を
作
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
要
ら
な
い
包
袋
綴
で

〃
の
れ
ん
〃
を
作
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
そ
の
後
、
牛
乳
パ
ッ
ク
で
踏

み
台
や
小
物
人
れ
を
作
り
始
め
ま
し
た
。

近
所
の
手
芸
屋
さ
ん
に
キ
ッ
ト
を
買
い

に
行
き
、
作
り
方
を
教
え
て
も
ら
う
と
、

即
、
応
用
し
て
自
分
流
に
作
り
上
げ
ま

す
。
ビ
ー
ズ
で
作
っ
た
花
や
毛
糸
を
利

用
し
た
大
猫
・
子
猫
、
い
た
だ
い
た
布

で
作
っ
た
手
提
げ
バ
ッ
ク
。
と
て
も
9
3

　　力作ぞろいの作品と粕尾さん

(手前右がきっかけとなっだのれん")

歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
も
の
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
し
っ
か
り
と
で
き
て

い
ま
す
。
３
四
程
の
亀
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
8
0
個
作
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
球

形
の
型
に
布
を
貼
り
付
け
て
い
く
の
で

す
が
、
細
か
い
作
業
で
、
指
先
が
器
用

で
な
い
と
な
か
な
か
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
と
き
ど
き
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

で
行
く
石
橋
の
老
人
ホ
ー
ム
に
、
お
手

玉
を
寄
付
し
、
入
所
し
て
い
る
お
年
寄

り
に
、
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ズ
ｗ
れ

ん
〃
の
作
り
方
を
教
え
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
と
っ
て
も
お
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

で
こ
れ
か
ら
も
益
々
が
ん
ば
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ますます元気な

　　おば=あﾉちゃん

城南粕尾とみさん

-

4:11

身

ll7
144

律

タ●

な
相
談

八人
権

r卜嗜

↑日
談

事

例

集

よ

り
W

民
事
関
係

余
水
の
排
出

Ｑ
：
宅
地
を
購
入
し
、
家
を
建
て
る
準

　
備
を
し
て
い
る
が
、
排
水
路
が
隣
家

　
ま
で
し
か
着
て
い
な
い
。
こ
の
排
水

　
路
は
隣
家
の
所
有
者
が
自
費
で
設
け

　
た
も
の
で
あ
る
。
隣
の
排
水
路
に
排

　
水
し
て
よ
い
か
。

Ａ
上
局
地
の
所
有
者
は
家
用
の
余
水
を

　
排
せ
つ
す
る
た
め
、
公
路
、
公
流
ま

　
た
は
下
水
道
に
至
る
ま
で
低
地
に
水

　
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

　
低
地
の
所
有
者
が
設
け
た
工
作
物
を

　
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

幼
稚
園
で
の
負
傷

Ｑ
：
長
男
（
５
歳
）
は
、
幼
稚
園
の
休

　
み
時
間
に
、
園
児
Ａ
（
５
歳
）
に
す

　
べ
り
台
の
上
か
ら
つ
き
落
と
さ
れ
て

　
重
傷
を
負
っ
た
。
治
療
費
等
の
損
害

　
賠
償
は
誰
に
対
し
て
す
れ
ば
よ
い
か
。

Ａ
：
負
傷
の
原
因
が
幼
稚
園
ま
た
は
保

　
育
士
の
過
失
で
あ
る
場
合
に
は
幼
稚

　
園
ま
た
は
保
育
士
に
対
し
て
損
害
賠

　
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

　
た
、
Ａ
の
両
親
に
対
し
て
請
求
が
で

　
き
る
か
ど
う
か
は
、
幼
稚
園
内
に
お

　
け
る
事
故
で
あ
る
か
ら
疑
問
で
あ
る
。

送
り
付
け
商
法

Ｑ
：
知
ら
な
い
会
社
か
ら
申
込
も
し
な

　
い
本
が
送
り
つ
け
ら
れ
て
き
た
。
ど

　
う
し
た
ら
よ
い
か
。

Ａ
：
代
金
を
払
っ
た
り
返
送
す
る
必
要

　
は
な
く
、
本
は
使
用
し
な
い
で
保
管

　
し
て
お
く
と
よ
い
。
商
品
引
き
取
り

　
を
要
求
す
る
場
合
は
、
内
容
証
明
郵

　
使
な
ど
の
書
面
で
行
う
こ
と
。
返
送

　
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
き
て
も
送
り

　
返
す
義
務
は
な
く
、
７
日
経
過
す
れ

　
ば
処
分
で
き
る
。
（
送
付
さ
れ
た
目

　
か
ら
は
Ｈ
日
）
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まちのわだい

藤掛巡査部長に質問

睦小学校で交通安全教室

　睦小学校ではこのほど、児童の交通安全意識の高揚のため、高

学年と低学年に分け２［］間にわたり、交通安全教室を開きました。

　栃木警察署おもちゃのまち交番の柴田巡査部長が高学年を対象

に交通講話を行い、その後ビデオを上映しました。また、壬生交

番の藤掛巡査部長は低学年を対象に　自作自演の「交通安全歌う

街」「街の防犯音頭」等をフォークギターを弾きながら歌いまし

た。

　子どもたちは、大変興味を持ち、お巡りさんの話に耳を傾け、

積極的に質問したり、ビデオ等も真剣に鑑賞していました。

　この交通安全教室で交通安全に興味を持ち、事故のない通学が

できれば幸いと願っています。

サツマイモの苗植で地域交流

　稲葉小学校３年生（30名）といなば保育園年中・年長児（26名）

によるサツマイモの苗植えが、このほど行われました。

　これは、地域交流の機会や場所を提供レ地域全体に交流とボ

ランティアの輪が拡がっていくよう、地元営農集団や上町・下町・

稲葉下馬本の自治会長、マミーポットの会員など、地元有志の企

画・協力により実施されたものです。

　子どもたちは、ボランティアの皆さんに手伝ってもらいながら、

三上貞次さんからお借りした畑「なかよし農園」にサツマイモ

の苗を仲良く植え、楽しいひとときを過ごしました。

･●･゛－

-||一際ご

?f¬ﾌｿﾞﾚj7T:ﾌ不4や？…
…,,∧ﾙj::.1?1

　　　・　　　・　････.･･　･　　・　　　　　　.-･.　　.・

　jλ
.,ﾉ?,=y,･i

j

;

jSi:ﾑ↓年

･

心4峰‘

･

万1

･

)一]U

地元の人達がたくさん集まりました

仲よ＜サツマイモの苗うえ（兄弟もいるよ）

福和田で花まつり開催

６月９日晴天に恵まれたこの目、福和田地区では、 福和田花壇

管理組合主催による花まつりが開催されました。道路沿いの緑地

帯にパンジーなどの花が植えられ、タマネギの無料配布や、饅

頭、団子、焼きそば等の模擬店が立ち並びました。また子どもた

ちを対象に駄菓子などがもらえる、無料のくじ引きがあり、地

黙片息八⊇こぶ泌こ;‾こ

づ｡………､:‘一1
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まちのわだい地域の話題などをお寄せください

｢人権の花｣を稲葉小児童に贈呈

言　　大きな幸せの花を咲そう　づ…………7･'こ万.･

稲小児童にマリーゴールドを！

再委嘱された

碓氷恒男氏　S･･

人権擁護委員

氏　名 住　　所 電話番号

中嶋文一郎 下稲葉871 82一5808

大森　　忠 通町3－12 82－2033

高橋　弘行 中央町10－27 82－4614

碓氷　侑男 上田1424－1 86－0003

石崎　典子 壬生丁112－1 82－2475

渡辺　光喜 大師町11－17 82－0811

　宇都宮地方法務局と栃木人権擁護委員協議会では、６月11日、

稲葉小学校に「人権の花」を贈りました。これは、児童が協力し

て花を育てることで、情操をより豊かにし、人権思想を理解し体

得してもらおうと、毎年実施されています。

　贈呈式では、中嶋町人権擁護委員協議会長と稲葉小学校長から、

「まずは自分が幸せになることが大切です。それには、おじいちゃ

んやおばあちゃん、そして友達など周りの人みんなが幸せでなけ

ればなりません。また、自然も大切にしなければなりません。人

権の花を皆さんで大切に育ててください｡」と挨拶がありました。

　人権擁護委員に碓氷侑男氏を再委嘱

　碓氷侑男氏が、平成14年６月１日付けで法務大臣から人権擁護

委員に再委嘱されました。

　人権擁護委員は、地域住民の悩みや心配ごとについて相談に応

じ、相談者の自主的解決に援助を与える活動をしています。

　本町には、碓氷氏のほか５名の方が活躍されています。相談は

無料で、相談内容について秘密は厳守されます。お気軽にご相談

下さい。

　交通安全こども自転車栃木地区大会

　　　　　　　　　　壬生小と藤井小が健闘　

｜

　６月20日、第31回交通安全こども自転車栃木地区大会が､壬生

町を会場に行われました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　町総合運動場には､栃木地区の1市4町から代表10ﾁｰﾑが参

加し、安全走行や運転技術を競う実技ﾃｽﾄと、道路標識や交通　jS

規則の知識を競う学科ﾃｽﾄが行われました。

　壬生町からは､壬生小学校1ﾁｰﾑと藤井小学校2ﾁｰﾑが参

加し、壬生小学校ﾁｰﾑ（上野琢郎･毛塚貴大･賀長由佳･鈴村　∇

17

＿ 、 壮 、

沙智子）が団体の部で準優勝しました。また、個人の部では、壬　言レ｡=ﾚ;｡､ﾚ…………安全走行の実技テスド　上作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡･-｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･■
生小の毛塚貴大さんが第４位、藤井小Ａの長あさ美さんと藤井小

Ｂの山川祐樹さんが努力賞と健闘しました。

おもちや博物館入館者120万人達成

　７月23目、おもちや博物館の入館者が、120万人に連しました。

120万人目となられた方は、小山市羽川の上野正雄さんご家族で、

町長から記念品が手渡されました。この目は、ボランティアで、

安塚在住の浜田叔子さんの司会でセレモニーが行われ､インタビュー

で上野さんは、「開館以来毎月のように孫を連れて遊びに来てい

ます。記念のイベントに参加できて、大変うれしい」と喜んでい

ました。

-

-



壬生中学校野球部　県大会で準優勝

　第27回関東中学校軟式野球大会と第19回全日本少年軟式野球大会の栃木県予選会が、６月７日から９日

にかけて、栃木市営野球場他を会場に開催され、壬生中学校野球部が見事準優勝に輝きました。

　壬生中は１回戦、三島中に２対１と競り勝ち、以後２回戦、瑞穂野中を２対１、３回戦、七井中を５対

３と順調に勝ち進み、準決勝では芳賀中を５対２で下し、決勝に勝ち進みました。決勝では田原中（河内

町）と対戦しました。 10回延長の末、相手チームのサヨナラで点を取られ、２対１で涙をのみました。

　　　白熱した試合を繰り広げる

　　第19回壬生町バドミントン大会

　第19回壬生町バドミントン大会が5月26日、町総合運動場体

育館で行われ､男女4部門のﾀﾞﾌﾞﾙｽに26ﾁｰﾑが参加､ｽﾋﾟｰ

ﾃﾞｨｰな白熱した試合が繰り広げられました。

　大会結果は次のとおりです。

］
　
優
　
勝
　
薄
井
・
内
村
組

　
　
準
優
勝
　
石
川
・
上
野
組

　
　
第
３
位
　
田
中
・
織
田
組

　
●
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

　
　
優
　
勝
　
佐
藤
・
佐
藤
組

　
　
準
優
勝
　
田
崎
・
松
下
組

　
　
第
３
位
　
大
垣
・
近
藤
組

・
●
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

一
　
優
　
勝
　
加
藤
・
笹
井
組

　
　
準
優
勝
　
堀
江
・
須
田
組

一
●
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

　
　
優
　
勝
　
落
合
・
遠
藤
組

　
　
準
優
勝
　
山
口
・
樋
山
組

　
　
第
３
位
　
小
林
・
篠
原
組

　
　
　
″
　
坂
東
・
池
田
組

－ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

成
績

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

ダブルスで息のあった展開

　第19回壬生町テニス大会

　第19回壬生町テニス大会が５月26田こ、町総合

運動場テニスコートで行われ、一般男子ダブルス

22組、一般女子ダブルス12組が出場しました。

　大会成績は次のとおりです。

成
績

●
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優
　
勝
　
田
中
こ
二
枝
組

　
準
優
勝
　
高
橋
・
木
野
内
組

　
第
３
位
　
鈴
木
・
石
田
組

　
　
″
　
　
古
傷
・
山
本
組

●
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優
　
勝
　
原
子
・
早
乙
女
組

　
準
優
勝
　
本
田
・
谷
垣
内
組

　
第
３
位
　
斎
田
・
斎
藤
組

　
　
″
　
　
秋
山
・
長
井
組
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ま
ま
レ
ヅ
ド

　
高
円
宮
賜
杯
第
９
９
］
回
全
日
本
学
童
軟

式
野
球
大
会
県
予
選
（
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

杯
）
が
６
月
１
５
日
、
最
終
日
を
迎
え
、

決
勝
で
壬
生
レ
ッ
ド
が
三
好
ク
ラ
ブ

（
田
沼
）
を
破
り
、
初
の
栄
冠
に
輝
き

ま
し
た
。
壬
生
レ
ッ
ド
は
、
―
回
戦
前

獅
子
ク
ラ
ブ
を
７
対
２
、
２
回
戦
束
原

ス
カ
イ
ラ
ー
ク
ス
を
1
0
対
Ｏ
（
６
回
コ
ー

ル
ド
）
、
準
々
決
勝
で
高
根
沢
西
ス
ポ
ー

ツ
を
延
長
の
米
1
0
対
７
と
下
し
ま
し
た
。

格
以
で
氏
倒

ま
た
準
決
勝
で
は
、
町
内
の
壬
生
東
ク

ラ
ブ
と
対
戦
、
５
対
Ｏ
と
順
調
に
駒
を

進
め
ま
し
た
。
決
勝
で
は
三
好
ク
ラ
ブ

（
田
沼
）
と
対
戦
。
５
回
に
は
打
吉
１
６

人
を
送
り
込
み
、
大
量
得
点
を
奪
い
１
５

対
１
と
圧
勝
し
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
壬
生
レ
ッ
ド
は
、
８
月
1
2

日
に
茨
城
県
水
戸
市
で
行
わ
れ
る
、
全

日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
に
出
場
し
ま

す
。

町良宏へ優勝の報告に来庁

関東体育指導委員協議会

　　功労賞を受賞
第16回町民柔道大会

　６月６日、長野県民文化会館で開催された、

関東体育指導委員研究大会において、町体育

指導委員会会長鈴木正浩氏が、21年間に及ぶ

活動実績を評価され、「関東体育指導委員協

議会功労賞」を受賞されました。

　鈴木氏は、昭和50年より町体育指導委員と

して、従来からのスポーツは基よりニュース

ポーツや生涯スポーツの振興に尽力されてお

ります。

　第16回町民柔道大会が、６月23目町総合運動場武道館に

おいて行われました。

　小学生から一般の部まで、27名が参加し、技の掛け合い

で白熱した試合が行われました。

成

績

●
一
般
の
部

優
　
勝
　
津
田
泰
正

準
優
勝
　
近
江
史
人

第
３
位
　
尾
崎
文
武

●
小
学
生
の
部

優
　
勝
　
奥
村
ハ
ン
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
塚
小
６
年
）

準
優
勝
　
太
田
智
也
　
（
壬
生
小
６
年
）

第
３
位
　
神
水
　
稜
　
（
稲
葉
小
５
年
）

●
小
学
生
低
学
年
の
部

優
　
勝
　
中
川
翔
太
　
（
安
塚
小
２
年
）

準
優
勝
　
奥
村
フ
ァ
ビ
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
塚
小
２
年
）

一
第
３
位
　
大
塚
聖
人
（
壬
生
東
小
２
年
）

‐
‐
゛
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3



壬
生
町
職
員
採
用
試
験
案
内

　
平
成
1
4
年
度
壬
生
町
職
員
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
こ
の
試
験

は
高
校
卒
業
程
度
の
試
験
で
す
。

　
職
種
及
び
採
用
人
員

◇
一
般
事
務
　
　
若
干
名

◇
保
育
生
　
　
若
干
名

　
受
験
資
格

◇
一
般
事
務

　
昭
和
5
2
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
6
0
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。
学
歴

は
問
い
ま
せ
ん
。

◇
保
育
生

　
昭
和
5
2
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
5
8
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保

育
生
の
資
格
を
有
す
る
方
、
又
は
平
成

1
5
年
３
月
ま
で
に
資
格
を
取
得
す
る
見

込
み
の
方
。

＊
た
だ
し
、
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る

方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

ア
。
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

イ
。
成
年
枝
後
見
人
及
び
枝
保
佐
人

ウ
。
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

　
の
執
行
が
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執

　
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で

　
の
者

エ
。
壬
生
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の

　
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら

　
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

オ
。
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お

　
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に

　
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る

　
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団

　
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し

　
た
者

　
試
験
日
及
び
会
場

◇
９
月
2
2
日
（
日
）
８
時
3
0
号
受
付

◇
壬
生
中
央
公
民
館
自
8
2
－
０
１
０
８

　
受
験
手
続

◇
試
験
案
内
及
び
申
込
書
は
、
役
場
総

務
課
及
び
稲
葉
出
張
所
・
南
犬
飼
出
張

所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
郵
便
で
請
求

す
る
と
き
は
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ

て
宛
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ

４
サ
イ
ズ
が
入
る
も
の
）
を
必
ず
同
封

し
て
下
さ
い
。

　
受
付
期
間

◇
７
月
2
3
目
（
火
）
～
８
月
９
日
（
言

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
3
0

分
～
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

　
郵
送
の
場
合
は
８
月
９
日
の
消
印
の

あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
込
・
問
い
合
わ
せ

◇
壬
生
町
総
務
部
総
務
課
庶
務
人
事
係

〒
３
２
１
－
０
２
９
２

壬
生
町
通
町
1
2
番
四
万

一
8
1
－
１
８
０
６

８月10日|渉

｢道Ｑ日｣です

必

･

8月10は｢道の日｣

稲葉小５年

　犬桃花也

　　　　｢道路ふれあい月間｣

　　　　　　推進標語入選作品

｢ゆずり合い　させるゆとりを　つくる道｣

　千葉県東葛飾郡沼南町　森　　葉摘さん　13歳

｢カラフル野球｣

　
一
●
○
○
●
三

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

加
藤
国
夫
チ
ャ
リ
テ
ィ
演
歌
リ
サ
イ
タ

ル
様
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
万
円

Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
女
性
会
壬
生
支
部
様
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
千
円

羽
生
田
西
部
親
睦
会
様
⑤
　
　
３
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ

一

ｙ

ｙ

"'ＣＳ⌒

稲葉小２年

　　高木　歩

　　　　　　粘土「たまいれのうSS哩逗蜀

良100古紙配合率loo%再生紙を使用しています　24

　　　●　●　●　　　介国町

　　　護民県

　　　保健民

。－、険市税
納登科保．一、

期通　険２
限徴　税期

　収　－｀Ｊ
９　・　　２

月　２　　期
２期　‾

日－

８
月
の
納
税
等

まちのうごき
　　　　フ月１日現在

紆人目39,950人（18）

　男　19,562人（５）

　女　20,388人（13）

世帯数13,086世帯（２）

　　　　（　）内は前月比
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